
12広報おち＊1月号

消
防
署
だ
よ
り

平
成
10
年
10
月
下
旬
か
ら
平
成

20
年
12
月
上
旬
ま
で
、
高
吾
北
消

防
署
の
高
規
格
救
急
車
と
し
て
運

用
さ
れ
、出
場
件
数
８,
２
４
０
件
、

総
走
行
距
離
33
万
㎞
と
管
内
の
救

急
出
場
で
大
き
く
活
躍
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
更
新
時
期
と
な
り
、

高
規
格
救
急
車
が
新
し
く
な
り
運

用
に
先
駆
け
平
成
20
年
12
月
３
日

に
安
全
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

新
型
救
急
車
は
、ト
ヨ
タ
製
ハ
イ
エ

ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
、車
室
内
空
間
の
拡

大
、サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
強
化
等
を
図
っ

た
救
急
専
用
車
を
使
用
し
て
お
り
、

高
規
格
救
急
車
と
し
て
、防
振
担
架

台
お
よ
び
各
種
最
新
救
急
資
器
材

を
装
備
し
、救
急
処
置
範
囲
の
拡
大

に
対
応
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
高
規
格
救
急
車
で
一
人
で

も
多
く
の
命
を
救
え
る
よ
う
、職
員

一
丸
と
な
っ
て
救
命
率
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。高
吾
北
消
防
の

救
急
車
に
は
、失
い
か
け
た
「
生
命

の
輝
き
」
を
“
取
り
戻
し
て
欲
し

い
”“
失
わ
せ
な
い
”
と
い
う
願

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

自
分
の
身
を
守
る
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
そ
の
年

に
よ
り
流
行
の
程
度
に
差
が
あ
り

ま
す
が
、
11
月
か
ら
12
月
に
始
ま

り
、
翌
年
の
１
月
か
ら
３
月
ご
ろ

の
間
に
患
者
数
が
増
加
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備

え
、
基
礎
知
識
・
一
般
的
な
予
防

法
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
っ
て
ど
ん

な
病
気
な
の
？

風
邪
と
は
こ
と
な
り
、
突
然
現

れ
る
高
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋

肉
痛
な
ど
全
身
症
状
が
強
い
の
が

特
徴
で
、
併
せ
て
の
ど
の
痛
み
、

鼻
汁
、
咳
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ

ま
す
。

予
防
の
基
本

●
流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
を
接
種

●
流
行
し
た
ら

・
う
が
い
・
手
洗
い
の
励
行

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
利
用

・
十
分
な
休
養
・
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事

・
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
用

し
て
適
度
な
湿
度
に

・
人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

控
え
る

【
一
般
的
な
注
意
】

・
単
な
る
か
ぜ
だ
と
軽
く
考
え
ず

に
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

・
安
静
に
し
て
、
で
き
る
だ
け
休

養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
特
に
睡

眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

・
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ

う
。
お
茶
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ー

プ
な
ど
飲
み
た
い
も
の
で
結
構

で
す
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
し
や

す
い
の
で
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

ま
た
、
無
理
を
し
て
学
校
や
職

場
な
ど
に
行
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

今
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
報

道
さ
れ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
知
っ
て
お
こ
う

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
と
は
、
動
物
、
特
に
鳥
類
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
人
に

感
染
し
、
人
の
体
内
で
増
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
変
化
し
、
人

か
ら
人
へ
と
効
率
よ
く
感
染
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の

ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
て
起
こ
る
疾

患
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
は
い
つ
出
現
す
る
の
か
、
誰

に
も
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
人
間
界
に
と
っ
て
は
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
で
ほ
と
ん
ど
の
ヒ
ト
は

免
疫
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
は
容
易
に
人
か
ら
人
へ
感
染

し
て
広
が
り
、
急
速
な
世
界
的
大

流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
起
こ

す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

現
時

点
で
、
こ
う
し
た
性
質
を
持
つ
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

※
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
せ
・
病
院
紹
介

高
吾
北
消
防
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
１
１

緊
急
時

あ
な
た
を
守
る

１
１
０
番

相
談
は
　
安
心
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

「
１
１
０
番
」
は
、
事
件
・
事

故
を
知
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
緊
急
に

警
察
へ
通
報
す
る
た
め
の
「
緊
急

電
話
」
で
す
。

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。

１
１
０
番
は
、
あ
な
た
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
電
話
で

す
。１

１
０
番
を
か
け
る
と
き
は
、

ま
ず
、
落
ち
着
い
て
「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」「
ど
ん
な
事
件
・
事
故

が
起
き
た
か
」「
犯
人
は
誰
か
」

「
ど
ち
ら
へ
何
で
逃
げ
た
か
」

な
ど
、
警
察
官
の
質
問
に
落
ち

着
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
く

だ
さ
い
。

佐
川
警
察
署
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� 振り込め詐欺の新手口「送金詐欺」にご用心を！�

全国一律５００円で書類などを送れる有
料封筒（名称はエクスパック５００）を
郵便局などで購入させて、封筒に現金を
入れて送るように指示を出す詐欺の手口
です。�

エクスパック500はポストに投函できる
有料封筒ですが、現金を送ることはでき
ないことになっています。�

注 意 点�

送金詐欺とは� －主な手口の紹介－�
①「融資保証金詐欺」�
　（別名：お金貸します詐欺）�
融資を受けるための信用保証料といって振込を要

求するもの。�
②「架空請求詐欺」�
実際には利用していないインターネットのサイト

利用料金などの支払いを要求してくるもの。�
��
これら上記の①②の詐欺にて、これまでの手口で
あれば「振込」を要求していたものが、「送金」さ
せることへと手口が変わり、被害も増えてきています。�

振り込め詐欺は高齢者のみが被害にあうとは限りません。�
犯罪手口は常に変わってきています。被害にあうことのないよう、十分ご注意ください。�

融資保証金詐欺の被害者� 架空請求詐欺の被害者�
男性は４０歳から５０歳代が中心�
女性は３０歳から４０歳代が中心�

男女とも被害者の約３割は�
� ３０歳代以下�

交通安全協会では会員を対象に、無事故無違反の方を表彰しています。�
�自薦・他薦は問いませんので、ふるってご応募ください。�

お 問 い 合 わ せ 先�
・交通安全協会佐川支部　　　２２－０１１０�
・越知町役場　総務課　　　２６－１１１１�
・越知分会長　矢野一郎　　　２６－０４５４�

※　申込書は、佐川警察署内交通安全協会・各町役場総務課・各分会長に用意してありますので、必要事項
に記入し無事故・無違反証明書申請手数料（７００円）を添えて申込みをしてください。�
※　提出期限は、１月末までにお願いします。�

◇表彰の種類および基準　　※下記の資格を満たし、他の運転者の模範となる方。�
表彰種別� 授 与 者� 表 彰 を 受 け ら れ る 資 格�

支部表彰  ��

県連名表彰 ��
交通栄誉章�

（緑十字銅章）�

管区表彰�

警　察　署　長�
支　　部　　長�
警 察 本 部 長 �
県　 協 　会 　長�
全日本交通安全�
協 会 会 長�
四国管区警察局長�
四国交通安全協会長�

７年以上無事故・無違反�
�
10年以上無事故・無違反��
10年以上無事故�
５年以上無違反�
20年以上無事故�
10年以上無違反�

初めて表彰を受けられる方��
支部表彰を受けられた方�
（支部受章翌年から資格有り）�

県連名表彰を受けられた方�
�
銅章を受けられた方�
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休校学校活用アンケート調査結果

越知町には休校中の学校が小学校5校、中学校1校があり、公民館活動やスポーツ活動等に利用されています
が、もっと有効に活用できればという声もあり、まず地元の意見を集約するため、それぞれの校区毎にアンケートを実
施しました。アンケートの実施は平成２０年９月で、調査対象は片岡小学校区、桐見川小学校区、黒石小学校区、野
老山小学校区、横畠小学校区、明治中学校区の２０歳以上の方1769人、アンケートの回収率は６５．９％です。

問１．休校校舎の活用についてどれか１つ選んでください。
（1）休校の範囲でできるかぎり有効活用を図るべきである。
（2）閉校にして最大限有効活用を図るべきである。
（3）現在の活用状況でよい。

アンケート集計結果

はじめに

桐見川小学校、野老山小学校においては（３）「現在の活用状況でよい」の割合が半数を超えています。その
他の意見においても現在の利用状況を推進する意見が見られます。（１）「休校の範囲で活用」の割合は他の学
校と同程度で、（２）「閉校にして活用」の割合が少ないのが特徴となっています。
黒石小学校、横畠小学校、明治中学校においては（３）「現在の活用状況でよい」の意見が、他をわずかに上
回っている程度で、片岡小学校においてはそれぞれが同程度になっています。片岡小学校、明治中学校におい
ては、その他の意見として現在の利用状況よりも有効に利用したいという活用方法があげられています。

問２．問1で、（1）または（2）に○をつけた方は、どのような活用方法が良いと思いますか。以下の項目から
３つ以内を選んでください。

（ 1 ）社会教育施設(宿泊施設は除く) 公民館活動　地域スポーツ等
（ 2 ）社会福祉施設　デイサービス　グループホーム等
（ 3 ）芸術文化施設　音楽スタジオ　美術館　書道展示館　民具館
（ 4 ）工場（農作物の加工場を除く。）
（ 5 ）事務所・研究所
（ 6 ）専門学校等各種学校

（ 7 ）宿泊施設・合宿所
（ 8 ） ｲﾍﾞﾝﾄ・冠婚葬祭
（ 9 ）農作物の集荷所、倉庫
（10）農作物の加工場
（11）町営住宅
（12）その他
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（２）「社会福祉施設として活用」および（１）「社会教育施設として活用」がどの学校においても多くなっています。
続いて（７）「宿泊施設・合宿所として活用」が多く、片岡小学校、黒石小学校、野老山小学校、明治中学校では（１１）「町
営住宅として活用」が多いのが目立ちます。黒石小学校では（４）「工場として活用」が他の学校に比べて多くなっています。

今回のアンケート結果は１２月越知町議会議員協議会で報告後皆さんに結果をお知らせするものです。越知
町ではこの結果を基に、越知町休校学校活用検討会を設置し、現在の利用状況も考慮して、休校学校の有効活
用について検討を開始しています。
なおアンケートの実施にあたり、各地区の区長の皆様にはアンケートの配布から回収までご協力を頂きまし
たことに厚くお礼を申し上げます。また、アンケートに御回答くださった皆様にもお礼を申し上げます。
※休校の校区以外の皆さんで、活用についてのご意見がありましたら、教育委員会までお知らせください。

休校の場合：休校後最長５年間は地方交付税の対象となります。学校の活用については、社会教育施設(宿泊施
設は除く)、公民館活動、地域スポーツ等、用途に制限があります。

閉校の場合：地方交付税の対象になりませんが、越知町の一般財産として活用の範囲はひろがります。ただし
国への学校施設の財産処分の手続きが必要になります。

◆お問い合わせ先 教育委員会 ＴＥＬ２６－３５１１

休校と閉校の違いについて

アンケート結果の活用について

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
標
語

入
賞
作
品
発
表
！

越
知
町
地
域
教
育
推
進
協
議
会

で
は
、
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
と
、
地
域
の
信
頼
関
係
や

連
帯
意
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
９
月
に
募
集
し
た

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
標
語
募
集
に

は
、
た
く
さ
ん
の
方
に
応
募
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
入

賞
さ
れ
た
作
品
を
発
表
し
ま
す
。

目
を
合
わ
せ

笑
顔
で
言
お
う

こ
ん
に
ち
は

越
知
中
３
年
　
高
橋
　
　
彩

「
た
だ
い
ま
」
と

元
気
に
い
え
る

し
ょ
う
て
ん
が
い

越
知
小
２
年
　
西
村
　
真
実

優
秀
作
品

最
優
秀
作
品

今
日
も
ま
た

元
気
に
で
き
た
よ

あ
い
さ
つ
が

越
知
小
３
年
　
谷
岡
　
佳
奈

あ
い
さ
つ
は

み
ん
な
を
つ
な
ぐ

あ
い
言
葉

越
知
小
３
年
　
境
　
　
悠
斗

あ
り
が
と
う
　

そ
の
一
言
が

う
れ
し
い
な

越
知
小
３
年
　
片
岡
　
美
咲

学
校
でみ

ん
な
の
あ
い
さ
つ

こ
だ
ま
す
る

越
知
小
３
年
　
山
本
　
梨
乃

あ
い
さ
つ
で

み
ん
な
の
心

ぽ
っ
か
ぽ
か

越
知
小
５
年
　
池
田
　
晴
奈

あ
い
さ
つ
は

笑
顔
に
な
れ
る

合
い
言
葉

越
知
小
６
年
　
平
尾
　
綾
花

あ
い
さ
つ
で

町
も
心
も

ピ
ッ
カ
ピ
カ

越
知
小
６
年
　
三
浦
　
由
貴

あ
い
さ
つ
は

心
と
こ
こ
ろ
を結

ぶ
糸

一
般
　
古
味
　
　
博

「
お
は
よ
う
」

「
バ
イ
バ
イ
」

「
さ
よ
う
な
ら
」

楽
し
く
あ
い
さ
つ

皆
ん
な
の
笑
顔

一
般
　
藤
田
　
一
夫

標
語
と
い
う
簡
潔
な
語
句
で
す

が
、
あ
い
さ
つ
す
る
時
、
し
た
時
、

さ
れ
た
時
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

く
る
応
募
作
に
、
悩
み
に
悩
ん
だ

選
考
会
と
な
り
ま
し
た
が
、「
あ

い
さ
つ
」
の
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
力
に
改
め
て
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る
“
地
域

の
和
づ
く
り
”
を
町
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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韓
国
行
っ
て
き
ま
し
た
ん
！
！
♪

（
そ
の
２
）

国
際
交
流
員
　
孫ソ

ン

仙
正

ソ
ン
ジ
ョ
ン

先
月
号
に
引
き
続
き
「
ソ
ン
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
眠
れ
な
い
２
泊
３
日
！

わ
く
わ
く
ソ
ウ
ル
！
」
の
旅
の
続
編

を
ご
報
告
し
ま
す
。

刑
務
所
を
出
て
き
た
16
人
に
な
ん

て
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
が
！
！

最
近
韓
国
で
放
送
し
て
い
る
ド
ラ

マ
「
タ
ッ
チ
ャ
」
の
撮
影
が
西
大
門

刑
務
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
！(

ド

ラ
マ
作
品
を
撮
影
が
完
全
終
了
し
て

か
ら
放
送
を
始
め
る
日
本
と
は
違
っ

て
、
韓
国
で
は
ド
ラ
マ
撮
影
の
済
ん

だ
分
か
ら
放
送
す
る
、
と
い
う
形
が

多
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
起
こ
る
面

白
い
こ
と
と
い
え
ば
。「
ミ
ニ
・
シ
リ

ー
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
大
体
の
韓
国
ド

ラ
マ
は
16
部
作
が
基
本
。
し
か
し
前

半
を
放
送
に
出
し
て
み
て
、
視
聴
率

が
低
す
ぎ
る
場
合
は
16
部
に
な
る
ま

で
に
ド
ラ
マ
は
途
中
で
幕
を
閉
じ
て

し
ま
い
ま
す
。
反
対
に
人
気
の
高
い

ド
ラ
マ
は
、
段
々
段
々
長
く
な
っ
て

20
部
を
過
ぎ
る
こ
と
も
、
も
っ
と
面

白
い
こ
と
は
、
ド
ラ
マ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
書
き
込
ん
だ
視
聴
者
の
意
見

に
よ
っ
て
、
ド
ラ
マ
の
結
末
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
最
後
に
死
ぬ
は
ず
の
女
主

人
公
が
、
視
聴
者
た
ち
の
切
実
な
願

い
に
よ
っ
て
生
き
返
た
り
。「
可
愛
そ

う
な
２
人
の
恋
を
叶
え
て
く
だ
さ
い
。

死
な
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
書
き

込
ん
だ
ら
、
そ
の
願
い
が
叶
う
か
も

知
れ
な
い
の
が
韓
国
ド
ラ
マ
の
世

界
！
こ
れ
、
面
白
い
で
す
ね
ー
）

「
タ
ッ
チ
ャ
」
は
今
韓
国
で
放
送
さ

れ
て
い
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
ド
ラ
マ
で
、

タ
ッ
チ
ャ
と
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
達
人
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
系
の
神
様
を
称
す
る
俗

語
。
そ
の
主
人
公
４
人
の
う
ち
２
人
、

「
キ
ム
・
ミ
ン
ジ
ュ
ン
」
と
「
カ
ン
・

ソ
ン
ヨ
ン
」
を
１
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

の
距
離
で
、
我
々
は
見
ち
ゃ
い
ま
し

た
！
た
っ
は
っ
は
！
　
も
し
い
る
か

も
知
れ
な
い
キ
ム
・
ミ
ン
ジ
ュ
ン
フ

ァ
ン
の
皆
さ
ま
、
未
来
の
フ
ァ
ン
の

皆
様
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ー
ん
。

彼
は
さ
す
が
に
格
好
よ
か
っ
た
で
す

ね
。
も
う
す
ぐ
日
本
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
観

れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
ま
た
の

楽
し
み
で
す
。

西
大
門
刑
務
所
を
後
に
、
お
昼
ご

は
ん
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
よ
り
徹

底
な
研
修
団
16
人
の
味
覚
評
価
で
見

事
に
星
５
つ
を
獲
得
し
た
伝
説
の

味
！
元
韓
国
大
統
領
の
行
き
付
け
の

店
で
も
あ
る
土
俗
村
で
い
た
だ
い
た

サ
ム
ゲ
タ
ン
は
と
っ
て
も
美
味
し
か

っ
た
で
す
ね
。

こ
れ
が
そ
の

伝
説
の
サ
ム

ゲ
タ
ン
！
い

つ
行
っ
て
も

並
ば
な
い
と

食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
よ
！

高
麗
人
参
で
元
気
モ
リ
モ
リ
に
な

っ
た
み
ん
な
は
、
午
後
か
ら
の
本
格

買
い
物
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
乗
り
出
し

ま
す
。
パ
ワ
ー
溢
れ
る
南
大
門
市
場

に
行
き
、
人
ご
み
に
流
れ
な
が
ら
韓

国
海
苔
を
買
い
、
味
噌
を
買
い
。
教

室
の
方
は
今
ま
で
一
所
懸
命
に
覚
え

た
韓
国
語
を
使
い
、
値
切
る
こ
と
に

も
大
成
功
！

両
手
い
っ
ぱ
い
お
土
産
を
抱
え
て
、

い
っ
た
ん
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
か
ら
、

ち
ょ
こ
っ
と
の
自
由
時
間
を
。
そ
の

間
私
は
家
族
に
会
え
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
♪

そ
し
て
夕
食
は
、
栄
養
満
点
、
本

場
の
ビ
ビ
ン
バ
！

き

ゃ

あ

ー

今
見
て
も
美

味
し
そ
う
で

す
ね
ー

夕
食
の
後
は
小
人
数
に
分
か
れ
て

自
由
に
買
い
物
ま
わ
り
。
私
の
グ
ル

ー
プ
は
午
前
５
時
ま
で
賑
や
か
な
町

「
東
大
門
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
タ
ウ
ン
」

に
行
き
ま
し
た
！
２
日
間
の
ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
溜
ま
っ
た
疲
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
目

が
な
い
私
た
ち
女
の
子
組
は
、
夜
中

ま
で
買
い
物
に
夢
中
。
ホ
テ
ル
に
戻

っ
て
き
た
の
は
午
前
１
時
過
ぎ
で
し

た
。
♪

最
後
の
３
日
目
は
、
旅
行
会
社
か

ら
の
案
内
で
免
税
店
を
回
っ
て
、
飛

行
機
時
間
に
合
わ
せ
て
仁
川
空
港
に
。

松
山
を
経
て
越
知
町
民
会
館
に
着
い

た
の
は
真
っ
暗
に
な
っ
た
夜
で
し
た
。

ち
ょ
っ
と
留
守
を
し
て
い
た
３
日

間
で
、
越
知
町
は
ぐ
ん
と
寒
く
な
り

す
っ
か
り
冬
の
匂
い
が
。
や
っ
ぱ
り

ソ
ウ
ル
と
は
違
う
清
ら
か
な
空
気
と

寒
風
に
星
が
輝
く
夜
空
は
、
こ
こ
越

知
町
の
魅
力
で
す
ね
。

本
物
の
ガ
イ
ド
で
は
な
い
私
が
皆

さ
ん
を
韓
国
に
連
れ
て
行
く
こ
と
に

な
り
、
色
々
頑
張
っ
て
準
備
は
し
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
経
験
不
足
で
皆

さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け
た
こ
と
は
な
か

っ
た
の
か
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
色
々

反
省
点
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
何

よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、「
ソ
ン
ち

ゃ
ん
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
〜

ま
た
行
こ
う
！
今
度
は
春
と
秋
、
年

２
回
で
行
こ
う
！
！
」、「
昌
徳
宮
の

紅
葉
が
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

本
当
に
楽
し
い
旅
行
を
あ
り
が
と

う
。」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方

の
笑
顔
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
お
疲
れ
様
で
し
た
！
ß

韓
国
語
教
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

冬
休
み
明
け
は

「
１
月
６
日
（
火
）、
午
後
７
時
」

で
す
。

冬
の
間
は
去
年
と
同
じ
く
場
所
を

変
更
し
て
、
町
民
会
館
で
行
い
ま
す
。

１
月
の
文
化
講
座
は
、
毎
年
１
月

恒
例
の
ユ
ン
ノ
リ
大
会
！
１
月
13
日

町
民
会
館
で
行
い
ま
す
！

お
茶
菓
子
と
一
緒
に
韓
国
の
伝
統

遊
び
を
楽
し
み
た
い
方
、
年
齢
不
問
、

早
い
も
の
勝
ち
！

お
早
め
に
教
育
委
員
会
ソ
ン
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０
）
ま
で
ご
連

絡
お
願
い
し
ま
〜
す
！
ß

今
年
も
１
年
間
、
越
知
町
で
頑
張

り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
〜

す
！ヨ

ロ
ブ
ン
、
セ
へ
ボ
ク
　
マ
ニ

パ
ト
ゥ
セ
ヨ
〜
！
ß
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は
じ
め
に

藩
政
時
代
、
土
佐
（
高
知
）
か

ら
伊
予
（
松
山
）
へ
の
主
た
る
通

行
に
は
街
道
が
利
用
さ
れ
て
お

り
、
伊
予
路
の
一
つ
に
用
居
道
が

あ
っ
て
用
居
往
還
・
松
山
街
道
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
高
知
城
下
江
ノ

口
番
所
を
起
点
と
し
、
道
中
に
送

番
所
、
国
境
に
は
境
目
番
所
が
設

け
ら
れ
て
い
た
。

松
山
街
道
に
は
、
高
知
―
伊
野

―
日
下
―
加
茂
―
佐
川
下
山
―
黒

岩
―
越
知
渡
―
今
成
―
焼
坂
―
樺

休
場
（
樺
ヶ
峠
）
―
清
水
―
朽
木

峠
―
鈴
ヶ
峠
―
見
ノ
越
―
池
川
―

用
居
―
瓜う

生り
ゅ
う
野の

―
伊
予
・
久
万
―

三
坂
峠
を
経
て
松
山
に
至
る
街
道

で
あ
る
。

元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
の
大お
お

定
目
じ
ょ
う
も
くに郷

中
掟お
き
て

一
大
道
お
お
み
ち

幅
三
間
、
脇
道
貳
間
、
枝

道
壱
間
、
大
抵

た
い
て
い

定
之

こ
れ
を
さ
だ
む

。
嶮
難

け
ん
な
ん

之の

所
ハ

と
こ
ろ
は

地
形
ニ
応
し
、
往
還

お
う
か
ん

無
障

さ
わ
り
な
き

様よ
う

ニ
道
・
橋
常
ゝ

つ
ね
づ
ね
　可

入
念
事

ね
ん
を
い
れ
る
べ
き
こ
と。

と
あ
る
。

宝
永
年
間
（
一
七
〇
七
〜
一
七

二
二
）
の
歴
史
資
料
『
土
佐
州
郡

志
』（
以
下
州
郡
志
）
に

池
川
村

去
高
知
西
十
三
里
至
予
州
松
山

界
五
里
余
…
下
略

と
あ
り
、
文
化
年
間
（
一
八
〇

四
〜
一
八
一
八
）
の
歴
史
資
料

『
南な
ん

路
志

ろ

し

』
に
は

山
道
并な

ら
び
に小
道

高
知
よ
り
池
川
迄
拾
里

但
、
池
川
よ
り
境
目
迄
三
里
、

与
州
（
予
州
・
以
下
同
じ
）
領
七

鳥
村
ヘ
出
ル
、
牛
馬
通
ル
。
此
内

川
八
　
雁
切
川
・
波
川
・
久
佐
賀

く

さ

か

川
・
八や

幡
渡

は
た
わ
た
し

・
越
知
渡わ
た
し
・
狩
山
か
り
や
ま

渡わ
た
し・
安
井
渡
・
池
川
渡
。

池
川
境
目
よ
り
下
桑
野
川
迄
二

里
横
道

池
川
よ
り
用
居
迄
二
里
小
道

但
、
用
居
よ
り
境
目
迄
壱
里
半
、

与
州
み
そ
う
し
村
ヘ
出
ル
。
牛
馬

不
通
な
り
。

ま
た
土
佐
来
集
に

一
、
高
知

与
州
・
松
山
へ
弐
拾

七
里
池
川

十
四
里

と
あ
る
の
で
高
知
か
ら
池
川
迄

十
三
里
と
な
る
。
因
み
に
他
を
み

て
み
る
と

一
、
同

与
州
三
津
ヶ
濱
へ
三
拾

里
池
川

十
七
里
半

一
、
同

讃
州
高
松
へ
三
十
七
里

立
川

二
十
三
里

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
松
山
街
道
は
明
治
十
五

（
一
八
八
二
）
年
編
纂
の
『
横
畠

村
誌
』
に
よ
る
と

元
二
等
道
路
ニ
属
ス
本
村
元
標

ノ
南
方
高
岡
郡
黒
岩
郷
今
成
村
界

ヨ
リ
北
ニ
向
ヒ
字
堂
岡
ニ
至
リ
西

北
ニ
登
ル
阪
路
ヲ
焼
坂
ト
云
フ
頗
す
こ
ぶ

ル
峻
嶮
タ
リ
坂
ノ
尽つ

き

ル
所
小
字
樺

ガ
峠
ヲ
経
テ
北
ニ
赴
キ
小
字
七
浦

字
清
水
ヲ
過
キ
西
北
ニ
躋の

ぼ

リ
本
郡

大
崎
村
小
字
朽
木
峠
ニ
至
ル
長
一

里
三
十
一
町
三
十
六
間
一
尺
幅
一

間
並
木
ナ
シ
此
間
六
支
道
ア
リ
…

下
略
。
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

平
成
の
時
代
、
こ
の
松
山
街
道

の
『
越
知
渡
し
』
か
ら
旧
池
川
町

『
見
ノ
越
』
区
間
の
現
状
報
告
と

街
道
周
辺
の
歴
史
を
探
っ
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。

越
知
渡
し

今
は
中
仁
淀
沈
下
橋
で
仁
淀
川

を
簡
単
に
渡
れ
る
が
、
藩
政
時
代

に
は
『
越
知
渡
し
』（
現
在
現
地

に
『
三
つ
尾
の
渡
し
』
の
碑
が
建

つ
）
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
渡
し

舟
で
通
行
人
や
旅
人
を
渡
し
て
い

た
。
越
知
側
の
渡
場
周
辺
に
は
旅は
た

籠ご

や
店て
ん

屋や

な
ど
が
軒
を
連
ね
、
賑

や
か
な
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
い
る
。

幕
末
の
慶
応
四
（
一
八
六
八
）

年
一
月
、
松
山
藩
政
討
軍
の
藩
兵

一
六
一
〇
人
も
こ
の
渡
し
を
渡
っ

て
は
る
ば
る
松
山
ま
で
進
軍
し
て

行
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年

に
現
沈
下
橋
が
出
来
る
ま
で
は
こ

の
上
手
に
も
渡
し
場
（
中
渡
し
）

が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
す
ぐ
上
手

に
も
横
畠
村
営
の
木
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
て
通
行
料
を
取
っ
て
い
た

の
で
通
称
『
賃
取
橋
』
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
。
こ
の
木
橋
は
昭
和
十

四
（
一
九
三
九
）
年
か
ら
架
設
さ

れ
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
は

一
時
中
止
し
て
戦
後
の
昭
和
二
十

一
（
一
九
四
六
）
年
か
ら
二
十
六

（
一
九
五
一
）
年
ま
で
架
設
さ
れ

た
。県

道
に
中
仁
淀
沈
下
橋
が
出
来

て
か
ら
は
人
々
の
往
来
も
楽
に
な

り
、
渡
し
舟
も
な
く
な
り
高
知
県

交
通
の
赤
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が

土
煙
を
上
げ
て
走
っ
て
い
た
。
や

が
て
車
社
会
が
到
来
し
て
来
る
の

で
あ
る
。

こ
の
『
越
知
渡
し
』
を
渡
る
と

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、

黒
岩
村
か
ら
横
畠
村
に
編
入
さ
れ

た
今
成
の
土
地
で
あ
る
。
川
原
よ

り
上
る
と
街
道
は
畠
の
中
を
横
切

っ
て
続
い
て
お
り
、
右
手
に
柴
尾

の
田
鶴
山
を
見
、
左
手
に
横
倉
山

の
山
容
を
遙
か
に
望
み
、
さ
ら
に

正
面
に
は
こ
れ
か
ら
歩
い
て
ゆ
く

松
山
街
道
焼
坂
道
の
通
っ
て
い
る

栂
の
森
の
集
落
が
見
え
て
い
る
。

街
道
は
農
道
の
為
に
舗
装
さ
れ

拡
が
っ
て
い
る
が
ル
ー
ト
は
昔
と

大
体
同
じ
で
あ
る
。

今
成
集
落

今
成
地
区
は
上
流
に
ダ
ム
が
出

来
る
ま
で
は
毎
年
の
よ
う
に
大
雨

が
降
る
と
仁
淀
川
の
氾
濫
地
と
な

り
、
そ
の
た
め
に
長
年
上
流
か
ら

の
土
砂
の
堆
積
地
と
な
っ
て
昔
か

ら
そ
の
広
大
で
肥
沃
な
土
地
を
利

用
し
た
露
地
栽
培
の
野
菜
で
有
名

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
『
土
佐
の

笑
い
話
』
の
ほ
ら
吹
き
合
戦
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
ほ
ら
吹

き
相
手
が
「
お
前ま

ん
く
の
ゴ
ボ
ウ

は
、
げ
に
立
派
で
長
い
言
う
が
、

ど
れ
ば
あ
長
い
も
ん
ぜ
よ
」
と
問

う
の
で
「
た
か
あ
知
れ
た
も
ん

よ
！
　
こ
の
前
ゴ
ボ
ウ
を
引
い
た

ら
根
が
弘
岡
ま
で
延
び
ち
ょ
っ

た
！
」
と
言
っ
て
相
手
を
び
っ
く

り
さ
せ
た
と
い
う
笑
い
話
で
あ

る
。こ

ん
な
話
な
ら
誰
も
傷
つ
け
な

い
の
で
よ
ろ
し
い
。（
続
）

―
大
原
　
純
一
―

よ
り
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今
月
の
母
子
保
健
事
業

１
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。
乳
幼
児
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
親
子
の
方
を
対
象

に
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

１
月
27
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
半

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

・
育
児
相
談
（
身
長
・
体
重
測
定

な
ど
）

・
ハ
ー
ブ
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

【
講
師
】

西
森
千
代
子

【
持
参
す
る
も
の
】

※
あ
き
缶
、
持
ち
帰
り
用
袋
１
つ

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設

け
て
お
り
ま
す
。
お
茶
、
お
や

つ
は
各
自
で
持
参
。

※
参
加
さ
れ
る
方
は
、
１
月
22
日

（
木
）
ま
で
に
次
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
に
い
つ
で
も

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

☆
★
1
月
の
予
定
☆
★

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

７
日
（
水
）

書
初
め
を
し
よ
う
！

（
お
絵
描
き
し
よ
う
！
）

16
日
（
金
）

誕
生
日
会
を
楽
し
も
う
！

21
日
（
水
）

製
作
し
よ
う
（
節
分
の
も
の
）

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
吉
本
・
徳
弘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

園
庭
開
放

（
お
も
ち
つ
き
）

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

１
月
は
み
ん
な
で
お
も
ち
つ
き

を
し
ま
す
。
お
い
し
い
、
つ
き
た

て
の
お
も
ち
を
食
べ
に
き
ま
せ
ん

か
？
寒
い
時
期
で
す
が
、
幼
稚
園

で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。
待
っ

て
ま
す
。

【
日
時
】

１
月
16
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

メ
タ
ボ
予
防
教
室
のご

案
内

最
近
、
Ｔ
Ｖ
や
マ
ス
コ
ミ
等
で

メ
タ
ボ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
の
医
療

制
度
改
革
に
と
も
な
い
、
平
成
20

年
度
か
ら
医
療
保
険
者
に
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
健
診
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
メ
タ
ボ

を
予
防
し
て
い
く
為
の
も
の
で

す
。

さ
て
、
健
診
等
で
メ
タ
ボ
も
し

く
は
予
備
軍
と
言
わ
れ
た
方
や
メ

タ
ボ
に
関
心
が
あ
る
方
や
ご
家
族

の
方
を
対
象
に
次
の
と
お
り
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
申
し
込
み
期
限
】

１
月
16
日
（
金
）

【
申
し
込
み
数
】

先
着
25
名
（
多
数
の
場
合
は
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

【
参
加
費
】
２
０
０
円

（
２
回
目
の
料
理
実
習
代
）

【
持
参
す
る
も
の
お
よ
び
服
装
】

眼
鏡
、
筆
記
用
具
。

２
回
目
の
料
理
実
習
の
際
に
は
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
。

３
回
目
は
運
動
が
出
来
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

3
回
目

2
回
目

1
回
目

１月２６日（金）
午後１時３０分～
午後３時３０分
２月１７日（火）
午前９時３０分～
午後１時３０分
３月１６日（月）
午後１時３０分～
午後３時３０分

開催日時
保健福祉
センター
１階会議室
保健福祉
センター
２階調理室
保健福祉
センター
２階検診室

実施場所
【講師】高知県中央西福祉保健所

保健監（医師）小松洋文　
【内容】メタボリックシンドロームとは
【講師】地域栄養士　大原和子
【内容】メタボを防ぐ食事（講和）

料理実習
【講師】健康運動指導士　岡田万菜実
【内容】脱メタボを目指して

～体によい健康体操～（実技編）

内　容
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間
伐
材
を
使
っ
た
『
お
は
し
作
り
教
室
』
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

環
境
講
座
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

中
央
公
民
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
問
題
を
視
点
に
取
り
上
げ

る
テ
ー
マ
か
ら
、
皆
さ
ん
と
考
え

学
習
し
て
い
く
環
境
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

第
２
回
目
は
間
伐
材
を
使
っ

て
、
手
に
持
つ
感
触
も
や
さ
し
い

お
は
し
と
ス
プ
ー
ン
（
ま
た
は
フ

ォ
ー
ク
）
を
作
り
ま
す
。
作
り
手

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
も
な
る
過

程
を
楽
し
み
な
が
ら
、「
地
球
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
」
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
ぜ
ひ
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

１
月
17
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】

町
民
会
館
（
大
ホ
ー
ル
）

【
募
集
定
員
数
】

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

【
参
加
費
】

無
料

【
持
参
す
る
も
の
】

＊
あ
れ
ば
、
使
い
勝
手
の
よ
い
小

刀
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
エ
プ
ロ
ン(

ま
た
は
汚
れ
て
も

か
ま
わ
な
い
服
装
で)

第
３
回
〜
楽
し
み
な
が
ら
地
球
環

境
を
考
え
る

「
ス
イ
ー
ツ
作
り
教
室
」

＊
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す

【
日
時
】

２
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】

町
民
会
館
（
２
階
調
理
室
）

【
募
集
定
員
数
】

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

【
参
加
費
】

無
料

【
持
参
す
る
も
の
】

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
、
筆
記
用
具

＊
詳
細
は
広
報
お
ち
２
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。
第
３
回
「
〜
楽
し

み
な
が
ら
地
球
環
境
を
考
え

る
」
の
教
室
も
参
加
募
集
し
て

い
ま
す
。

次
回
の
お
知
ら
せ

廃
食
用
油
の
回
収
を
し
て
い
ま
す

【
回
収
場
所
】
町
民
会
館

【
日
時
】

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を
の
ぞ
く
）

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

【
注
意
事
項
】

＊
使
い
終
わ
っ
た
油
は
十
分
に
冷

ま
し
、
天
か
す
な
ど
を
で
き
る

だ
け
こ
し
て
か
ら
、
き
れ
い
な

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
容
器
に
入

れ
て
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
古
く
な
っ
た
油
で
も
大
丈

夫
で
す
。

＊
回
収
す
る
の
は
植
物
性
の
油
だ

け
で
す
。
動
物
性
（
ラ
ー
ド
な

ど
）
や
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は

回
収
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

＊
保
管
用
の
入
れ
物
は
、
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

＊
回
収
対
象
は
一
般
家
庭
で
、
飲

食
店
・
企
業
の
方
は
次
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
谷
口
工
業

有
限
会
社：

日
高
村
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８
９
―
２
４
―
５
４
０

６
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

担
当
　
宮
崎
・
片
岡

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

第
14
回
　
越
知
町
体
育
指
導
委
員
長
杯
　
参
加
チ
ー
ム
募
集

【
主
催
】

体
育
指
導
委
員
会

【
後
援
】

教
育
委
員
会

【
種
目
・
日
時
】

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
会
場
場
所
】

町
民
総
合
運
動
場
体
育
館

【
参
加
資
格
】

１
･
町
内
在
住
者
（
出
身
者
も
可
）

２
･
町
内
在
勤
者

３
･
１
、
２
の
条
件
を
満
た
す
方

の
家
族
（
高
校
生
以
上
）

４
･
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

【
試
合
方
法
】

参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
、
主
催
者

側
で
決
定
し
ま
す
。

【
表
　
彰
】

上
位
チ
ー
ム
に
表
彰
状
・
副
賞
を

授
与
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
各
種
目
と
も
３

日
前
ま
で
に
町
民
会
館
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
用
紙

は
町
民
会
館
、
総
合
運
動
場
、
役

場
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

【
そ
の
他
】

※
開
催
中
の
事
故
等
に
つ
き
ま
し

て
は
主
催
者
側
で
は
責
任
を
負

え
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※
棄
権
さ
れ
る
チ
ー
ム
の
代
表
者

の
方
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

※
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
　
ス
カ
ッ
シ
ュ

バ
レ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参

加
チ
ー
ム
数
の
関
係
で
２
日
間

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１

種　目 日　時 チーム編成

スカッシュ

バレーボール

6人制

バレーボール

ソフト

バレーボール

1月27日（火）

午後7時～

2月4日（水）

午後7時～

2月16日（月）

午後7時～

1チーム3人とする。

男性は1人までとする。

（但し、1部はこの限りではない）

６人制ルールで行い、男性は、4

人までとする。（但し、40歳以上

の方はこの限りではない）

1チーム4人とする。

男性は2人までとする。（但し、45

歳以上の方はこの限りではない）
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…… みんなの広場 ……

宮
の
前
公
園
コ
ー
ス

【
日
　
時
】

１
月
25
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分

越
知
駅
前
集
合

午
後
４
時

帰
着
予
定

【
経
　
路
】

越
知
―
宮
の
前
公
園
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
片
岡
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
昼
食
会

を
実
施
す
る

・
申
込
期
限
は
１
月
18
日
と
す
る

・
費
用
等
は
申
し
込
み
時
に
打
ち

合
わ
せ
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

昨
年
の
11
月
28
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
第
12
回
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
杯

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
大
会
は
多
く

の
チ
ー
ム
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

ケ
ガ
も
な
く
楽
し
く
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
い
大
会
を
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
）

一
部
優
勝

ユ
ニ
ッ
ト

鎌
倉
　
一
浩
　
鎌
倉
　
由
紀

山
田
　
雄
也

準
優
勝

一
生
懸
命

第
三
位

Ｓ
―
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｂ

二
部
優
勝

佐
川
す
ず
め

服
部
ひ
と
み
　
川
田
　
佐
枝

森
田
　
訓
広

準
優
勝

ス
カ
ッ
シ
ュ

第
三
位

オ
バ
マ
ん
ず

三
部
優
勝

ス
カ
ッ
シ
ュ

野
々
宮
和
子
　
掛
水
ゆ
か
り

片
岡
　
ま
い
　
山
中
　
幸
恵

準
優
勝

イ
ン
ド
ウ
リ
〜
チ
ャ
ー
テ
〜

第
三
位

Ｋ
Ｓ
Ｃ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
会

（
越
知
町
商
工
会
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
８
１

炭
焼
き
体
験

冬
の
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

友
の
会
（
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

の
風
物
詩
“
炭
焼
き
”
が
始
ま
り

ま
し
た
。

休
耕
田
の
活
用
と
里
山
の
保
全

を
目
指
し
、
平
成
17
年
か
ら
会
員

が
炭
窯
を
作
り
、
年
数
回
の
炭
焼

き
を
継
続
し
行
っ
て
い
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
炭
は
、
会
員
が

使
う
ほ
か
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち

の
活
動
な
ど
に
使
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
用
ま
た

は
、
冷
蔵
庫
・
靴
箱
な
ど
の
消
臭

用
の
用
途
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

竹
や
木
の
実
・
野
菜
を
炭
に
焼
い

て
“
飾
り
炭
”
と
し
て
玄
関
や
テ

ー
ブ
ル
な
ど
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。昨

年
か
ら
は
原
油
高
騰
の
為

か
、
暖
を
火
鉢
で
取
る
方
も
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
で
、
炭
と
あ
わ

せ
て
火
鉢
用
「
灰
」
の
需
用
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
木
酢
液

も
壌
改
良
や
防
虫
な
ど
の
活
用
で

需
要
が
増
え
て
く
る
の
で
は
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
人
気
の
あ
る

“フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
炭
”
で
す

が
、
炭
の
素
と
な
る
カ
シ
な
ど
の

材
の
調
達
や
炭
焼
き
の
技
の
伝
承

な
ど
、
今
後
の
課
題
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
里

山
を
楽
し
む
た
め
に
も
、
地
道
な

活
動
と
た
く
さ
ん
の
人
の
意
見
や

活
動
・
交
流
を
続
け
る
こ
と
に
よ

り
、
炭
焼
き
を
伝
承
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
山
や

里
で
の
「
自
然
体
験
」
や
「
も
の

づ
く
り
」
に
興
味
が
あ
る
方
は
是

非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

黒
く
な
っ
た
手
や
顔
で
、
焼
き

芋
・
み
か
ん
・
お
漬
物
食
べ
て
お

茶
飲
ん
で
、
い
ろ
ん
な
匂
い
に
囲

ま
れ
な
が
ら
の
炭
焼
き
体
験
。
楽

し
い
で
す
よ
。



犬・猫の引取日
なかよしひろば（書初めをしよう）
ミニデイ（佐之国）
健康相談
ポリオ予防接種
犬・猫の引取日
ミニデイ（日ノ浦）
ミニデイ（鎌井田）
なかよしひろば（誕生日会を楽しもう）
園庭開放（おもちつき）
第24回越知町ピッタリロードレース
おちスポーツクラブカップ（ゲートボール）
健康相談
犬・猫の引取日
なかよしひろば（製作しよう）
３歳児健診
ミニデイ（谷ノ内）
メタボ予防教室

献血

育児相談・母子保健事業
体育指導委員長杯（スカッシュバレーボール）
ミニデイ（桑薮）
犬・猫の引取日
離乳食講習会
ミニデイ（大平）

犬・猫の引取日
体育指導委員長杯（バレーボール）
体育指導委員長杯（ソフトバレーボール）

７

９
１３

１４

１５

１６

１８

２０

２１

２２
２３
２６

２７

２８

２９
３０

21 広報おち＊1月号

…… みんなの広場 ……

（
11
月
届
出
分
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

住
所

死
亡
者
氏
名

１
　
区

１
　
区

５
　
区

10

区

五
葉
荘

鎌
井
田

柴
　
尾

畠
山
　
　
登

齋
藤
袈
裟
一

明
神
　
正
江

片
岡
　
茂
晴

大
�

熊
惠

藤
田
　
里
美

戸
田
鐵
之
助

※
住
民
課
に
死
亡
届
の
あ

っ
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

１８ページ参照
社会福祉協議会

個人通知します

ＪＡｺｽﾓｽ
ＪＡｺｽﾓｽ
１８ページ参照
１８ページ参照
２２ページ参照

１８ページ参照
対象H17.6.1～H17.11.30
社会福祉協議会

１９ページ参照
社会福祉協議会

対象H20.9.1～H20.11.30
ＪＡｺｽﾓｽ

8：30～ 9：15
9：30～
10：00～
9：30～
13：00～
8：30～ 9：15
9：40～
10：00～
9：30～
9：30～11：30
9：00～
9：00～
13：30～
8：30～ 9：15
9：30～
13：30～
10：00～
13：30～
10：00～12：00
13：00～15：30
13：00～
19：00～
10：00～
8：30～ 9：15
13：30～
9：30～

役場
越知保育園
佐之国集会所
遊行寺集会所
保健福祉センター
役場
日ノ浦集会所
鎌井田老人里の家
越知保育園
越知幼稚園
越知小学校グランド
屋内多目的運動広場・総合運動場ゲートボール場
黒瀬集会所
役場
越知保育園
保健福祉センター
谷ノ内ふれあい荘
保健福祉センター

保健福祉センター

保健福祉センター
町民総合運動場体育館
桑薮集会所
役場
保健福祉センター
大平集会所

２
４
１６

水

金
火

水

木

金

日

火

水

木
金
月

火

水

木
金

「
あ
け
ぼ
の
句
会
」

◎
　
た
む
ら
ち
せ
い
　
懸
想
文
売
り
に
な
り
た
し
来
生
は

○
　
檮
原
　
数
密

落
ち
鮎
に
託
せ
り
来
年
豊
漁
を

○
　
西
　
せ
つ
子

冬
銀
河
つ
く
ば
い
に
光か
げ

こ
ぼ
し
け
り

○
　
西
森
や
す
え

横
倉
の
裏
参
道
の
冬
椿

○
　
前
田
　
勝
子

石
蕗
咲
い
て
龍
馬
の
海
の
凪
ぎ
に
け
り

○
　
南
　
冨
美
恵

生
き
て
い
る
証

あ
か
し

の
賀
状
し
た
た
め
る

○
　
松
本
　
孝
子

「
や
ま
も
も
」
の
十
二
月
八
日
の
詩う
た
を
読
む

○
　
服
部
す
え
子

波
よ
り
も
白
く
遍
路
が
渚

な
ぎ
さ

行
く

○
　
岡
田
　
美
央

浮
き
沈
み
魂た
ま

透す

け
る
か
に
冬
の
蝶

○
　
藤
原
　
里
美

落
ち
葉
し
て
銀
杏
の
梢
空
を
突
く

○
　
箭
野
　
邦
子

湯
葉
の
香
の
色
な
き
風
に
漂
い
て

○
　
辻
　
　
静
香

夫
似
の
子
の
口
笛
や
小
六
月

○
　
中
沢
　
友
子

冬
虹
に
包
ま
れ
し
か
な
平
家
谷

○
　
澤
田
　
泰
彦

冬
の
月
酔
歩
の
列
を
照
ら
し
け
り

※
　
懸
想
文
売
り
＝
恋
文
売
り
と
い
う
江
戸
時
代
の
職

業
の
こ
と
。

光
＝
か
げ
と
読
ま
し
ま
す
。
月
影
（
つ
き
か
げ
）

陽
炎
（
か
げ
ろ
う
）
と
同
意
。

小
六
月
＝
小
春
日
の
こ
と
で
す
。

『
会
員
募
集
』

あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
右
の
よ
う
な
昔
の
言
葉
や
俳
句

独
特
の
言
い
回
し
な
ど
、
毎
月
第
２
日
曜
日
の
正
午
か
ら

約
２
時
間
。
町
民
会
館
で
た
む
ら
ち
せ
い
先
生
を
講
師
に

楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
澤
田（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
８
９
７
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

行事カレンダー1月

日 曜 種　　　　　　目 場　　　所 集　合　時　間 備　　　考

2月
月
水
月

役場
町民総合運動場体育館
町民総合運動場体育館

8：30～9：15
19：00～
19：00～

１９ページ参照
１９ページ参照
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平
成
20
年
11
月
18
日
、
越
知
幼

稚
園
・
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
越

知
町
内
の
織
田
金
物
店
か
ら
役
場

ま
で
の
区
間
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を

行
い
、
火
災
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

こ
の
防
火
パ
レ
ー
ド
は
火
災
予

防
週
間
中
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
正
し
い
火
の
取
り
扱
い
を

教
育
し
、
火
災
予
防
を
広
く
町
内

に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

役
場
前
で
は
幼
稚
園
・
保
育
園

児
た
ち
が
「
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し

た
ち
は
ぜ
っ
た
い
に
ひ
あ
そ
び
は

し
ま
せ
ん
」
と
元
気
に
防
火
の
誓

い
を
宣
言
し
、
大
勢
の
保
護
者
や

観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
や
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

火
災
防
止
を
願
っ
て�

平
成
20
年
11
月
21
日
に
、
町
民

総
合
運
動
場
体
育
館
に
お
い
て
、

「
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
は
、
基
本
動

作
と
複
式
呼
吸
に
よ
り
、
円
形
の

的
に
矢
を
当
て
て
得
点
を
競
う
も

の
で
す
。
今
回
は
、（
社
）
日
本

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
の
協
力
と
ご

指
導
の
も
と
、
参
加
者
は
、
的
に

精
神
を
集
中
さ
せ
て
得
点
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

一
部

優
　
勝

古
味
　
博

準
優
勝

岡
本
　
紀
年

三
　
位

横
川
　
正
安

二
部

優
　
勝

松
井
　
和
幸

準
優
勝

結
城
　
佳
代

三
　
位

古
味
　
啓
二

第
2
回  

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会�

ス
ピ
ー
ド
を
競
う
の
で
は
な

く
、
申
込
み
時
の
タ
イ
ム
と
当

日
の
タ
イ
ム
と
の
差
が
少
な
い

人
か
ら
順
位
を
決
め
ま
す
。
親

子
や
友
だ
ち
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で

走
っ
て
、
気
持
ち
の
い
い
汗
を

か
き
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
健
康
の
た
め
に
ジ
ョ
ギ

ン
グ
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

【
主
催
】

教
育
委
員
会
・
中
央
公
民
館

【
後
援
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
日
時
】

１
月
18
日
（
日
）

受
　
付
　
午
前
９
時
〜

開
会
式
　
午
前
９
時
30
分
〜

※
開
会
式
終
了
後
、
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

越
知
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
を
出

発
し
町
内
を
一
周
し
ま
す
。

【
対
象
】

小
学
生
以
上
の
健
康
な
方

【
種
目
】

３
㎞
の
部
・
５
㎞
の
部

【
表
彰
】

上
位
入
賞
者
の
方
に
表
彰
状

と
メ
ダ
ル
・
副
賞
を
授
与
し
ま

す
。

【
申
込
方
法
】

町
民
会
館
ま
た
は
町
内
各
学

校
（
申
込
用
紙
は
、
役
場
・
町

民
会
館
・
町
内
各
学
校
に
あ
り

ま
す
）

【
申
込
期
限
】

１
月
14
日
（
水
）

【
そ
の
他
】

当
日
の
タ
イ
ム
変
更
は
、
原

則
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１

第
24
回  

越
知
町
ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
参
加
者
募
集�




